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日
本
を
出
発
す
る
時
、
東
北
地

方
は
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
こ
れ
ら

と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
地
球
上
の

気
象
の
急
激
な
変
化
が
非
常
に

気
に
な
っ
て
き
た
。 

 

米
国
へ
の
第
一
歩
は
、
二
月
第

三
週
月
曜
日
。
こ
の
日
は
「
大
統

領
の
日
」
（
初
代
大
統
領
ジ
ョ
ー

ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
の
誕
生
日
）
と

あ
っ
て
国
民
の
祝
日
。
官
公
庁
は

休
み
、
も
ち
ろ
ん
、
今
回
の
目
的

地
の
米
国
立
公
文
書
館
は
休
館

だ
っ
た
。 

私
た
ち
は
、
空
港
に
出
迎
え
て

く
れ
た
米
在
住
の
全
教
授
の
友

人
の
案
内
で
、
市
街
地
の
目
ぼ
し

い
建
物
な
ど
半
日
か
け
て
、
普
段

触
れ
る
こ
と
の
少
な
い
異
文
化

の
さ
ま
ざ
ま
を
見
学
、
途
中
で
ス

ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
に
も
立
ち

寄
っ
た
。
広
島
に
原
爆
を
投
下
し

た
、
あ
の
ボ
ー
イ
ン
グ
Ｂ
２
９
機

「
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
」
と
対
峙
し
よ
う

と
入
館
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
機

体
は
ダ
レ
ス
国
際
空
港
に
近
い

「
国
立
航
空
宇
宙
博
物
館
別
館
」

に
移
さ
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。 

 

今
回
の
渡
米
目
的
は
、
長
年
、

私
た
ち
が
調
査
し
て
き
た
、
被
爆

地
長
崎
の
六
十
七
年
前
の
米
国

側
の
資
料
写
真
。
全
教
授
は
、
３ 

Ｄ
（
立
体
映
像
）
の
研
究
に
欠
か

せ
な
い
、
主
に
被
爆
前
の
長
崎
の

写
真
を
入
手
す
る
こ
と
だ
っ
た
。 

 

米
国
立
公
文
書
館
は
、
市
街
地

の
中
央
部
に
本
館
が
、
北
東
郊
外

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
立
大
学
の
近

く
に
新
館
が
あ
り
、
私
た
ち
は
新

館
で
の
閲
覧
と
な
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

〓
２
面
に
つ
づ
く 

 
 

 

深
堀
部
会
長
の
米
国
活
動
リ
ポ
ー
ト 

67 年目にして念願の米国立公文書館へ 

 

米国に乗り込み写真資料調査をして来た深堀部会長 

＝ワシントン米連邦議会前にて＝ 

 
米
国
立
公
文
書
館
は
、
建
国
以
来
の
米
国
の
国
策
に
か
か
わ
る
重
要
文
書
を

多
数
保
管
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
当
然
六
十
七
年
前
の
原

爆
投
下
に
ま
つ
わ
る
資
料
も
あ
る
。
去
る
二
月
、
被
爆
者
で
あ
り
、
長
年
被

爆
写
真
の
収
集
活
動
を
続
け
て
き
た
深
堀
好
敏
写
真
資
料
調
査
部
会
長
（
八

三
歳
）
が
、
四
日
間
に
亘
る
初
め
て
の
米
国
立
公
文
書
館
で
の
調
査
を
終
え

帰
国
し
た
。
持
ち
帰
っ
た
写
真
資
料
は
今
後
の
解
析
が
待
た
れ
る
が
、
新
た

な
事
実
の
発
掘
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
は
深
堀
部
会
長
の
「
米

国
立
公
文
書
館
訪
問
リ
ポ
ー
ト
」
で
あ
る
。 

膨大な資料と格闘 

米国での入手に感動する 

原
爆
写
真
を
求
め
て 

 

二
月
下
旬
、
私
は
長
崎
大
学
教

育
学
部
の
全
炳
徳
教
授
と
一
緒

に
米
国
に
飛
び
立
っ
た
。
着
い
た

と
こ
ろ
は
、
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
。
こ
の
時
期
の
ワ
シ
ン
ト
ン
は

と
て
も
寒
い
と
聞
い
て
い
た
の

で
、
防
寒
対
策
を
入
念
に
し
て
い

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
到
着
し
て
み

る
と
、
こ
の
日
の
天
候
は
暖
冬
。

近
年
ま
れ
に
み
る
異
常
だ
と
い

う
。
用
意
し
て
い
っ
た
コ
ー
ト
な

ど
は
要
ら
な
か
っ
た
。 

チ
ョ
ン
ビ
ョ
ン
ド
ク 
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本
紙
第
１０
号
「
爆
心
地
標
柱
」

の
記
事
で
使
用
し
た
故
木
村
一
冶

氏
の
日
記
は
、
継
承
部
会
の
濱
﨑

均
さ
ん
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
た

も
の
で
す
。
な
お
、
濱
﨑
さ
ん
は

去
る
二
月
ご
逝
去
、
写
真
資
料
調

査
部
会
で
は
、
数
々
の
ご
協
力
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。（
合
掌
） 

訪
れ
て
ま
ず
驚
か
さ
れ
た
こ
と

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
の

厳
し
さ
で
あ
る
。
ダ
レ
ス
国
際
空

港
の
入
国
審
査
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
周
辺
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
同
様
、

念
入
り
だ
っ
た
。
九
・
一
一
の
影

響
が
影
を
落
と
し
て
い
る
の
か

と
、
思
っ
た
り
し
た
。 

 

私
た
ち
は
五
日
間
の
米
国
滞
在

中
、
訪
米
前
に
閲
覧
を
申
請
し
て

い
た
長
崎
関
係
の
資
料
（
ロ
ー
ル

フ
イ
ル
ム
二
十
一
巻
、
マ
イ
ク
ロ

フ
イ
ル
ム
三
本
、
別
に
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
収
納
さ
れ
た
写
真
プ
リ
ン
ト

十
四
箱
）
を
す
べ
て
閲
覧
し
た
。 

戦
略
爆
撃
調
査
団
関
連
写
真

の
多
く
は
、
当
部
会
で
保
存
、
活

用
し
て
い
る
も
の
と
同
一
だ
っ

た
。
し
か
し
見
慣
れ
た
画
像
で

も
、
米
国
に
保
管
さ
れ
て
い
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
と
思
う
と
、
あ

る
種
の
感
動
を
覚
え
た
。
私
は
、

回
転
機
の
ロ
ー
ル
フ
イ
ル
ム
を 

    

 

操
作
、
検
証
し
な
が
ら
こ
の
公
文

書
館
の
写
真
管
理
・
整
理
シ
ス
テ

ム
は
お
お
ざ
っ
ぱ
過
ぎ
る
と
感

じ
た
。
例
え
ば
、
フ
イ
ル
ム
は
地

域
ご
と
で
は
な
く
「
第
２
次
世
界

大
戦
に
お
け
る
日
本
の
被
害
効

果
」
と
し
て
総
括
さ
れ
、
各
項
目

が
細
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
検
索

に
は
高
度
の
技
術
が
要
求
さ
れ

る
。「N

A
G

A
S

A
K

I

」
と
表
示
が

あ
る
缶
の
中
に
は
、
他
地
域
の
分

が
混
在
し
て
い
た
り
で
検
索
は

容
易
で
は
な
い
。
訪
米
前
は
、
原

爆
写
真
は
ま
と
め
て
あ
り
す
ぐ

に
検
索
出
来
る
も
の
と
思
っ
て 

 

 

 
米
国
立
公
文
書
館
は
ー 

 
 

ツ
イ
ッ
タ
ー 

 

爆
心
地
か
ら
わ
ず
か
八
〇
〇

㍍
、
小
高
い
丘
の
上
に
あ
っ
た
旧

制
瓊
浦
中
学
校
（
現
在
長
崎
西
高

校
）
の
校
庭
片
隅
に
あ
っ
た
の
が

高
さ
七
㍍
の
給
水
タ
ン
ク
。
原
爆

の
強
烈
な
爆
風
と
想
像
を
超
え
る

熱
線
を
受
け
、
鉄
製
の
タ
ン
ク
の

脚
は
ま
る
で
ア
メ
の
よ
う
に
曲
が

っ
た
。
だ
が
、
倒
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。 

こ
の
給
水
タ
ン
ク
は
、
昭
和
二

十
年
後
半
、
爆
心
地
公
園
の
中
心

地
碑
の
側
に
、
さ
ら
に
平
成
八
年

に
開
館
し
た
長
崎
原
爆
資
料
館
内

に
移
さ
れ
、
現
在
館
内
の
展
示
コ

ー
ナ
ー
で
ひ
っ
そ
り
と
被
爆
当
時

の
惨
状
を
語
っ
て
く
れ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
の
場
所
は
少
し
暗
く
、

な
か
な
か
見
学
者
が
気
付
き
に
く

い
。
当
時
、
校
内
に
い
た
教
職
員

と
生
徒
約
六
十
人
の
ほ
と
ん
ど
が

校
舎
と
共
に
犠
牲
に
な
っ
た
だ
け

に
、
こ
の
遺
構
、
元
に
戻
し
て
こ

そ
、
原
爆
の
威
力
を
伝
え
る
の
で

は
な
い
か
と
、
同
窓
生
の
一
人
と

し
て
思
う
。 

（
丸
田 

和
男
） 

な
収
蔵
数
と
閲
覧
シ
ス
テ
ム
に

あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。 

今
回
の
ワ
シ
ン
ト
ン
訪
問
は
、

結
果
的
に
出
発
前
に
期
待
し
て

い
た
よ
う
な
成
果
は
な
か
っ
た

が
、
今
後
の
原
爆
写
真
の
資
料
調

査
へ
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が

出
来
た
の
は
確
か
だ
。 

今
回
持
ち
帰
っ
た
貴
重
な
画
像

は
、
時
間
を
か
け
て
検
証
し
、
こ

れ
か
ら
の
平
和
活
動
に
役
立
て

た
い
。
そ
し
て
機
会
が
あ
れ
ば
、

ま
た
挑
戦
し
て
み
た
い
。
写
真
は

原
爆
の
実
相
を
伝
え
る
唯
一
の

手
段
だ
か
ら
で
あ
る
。 

（
写
真
資
料
調
査
部
会
長
・ 

深
堀 

好
敏
） 

 

い
た
だ
け
に
、
私
の
甘
さ
が
骨
身

に
し
み
た
。 

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
米

国
立
公
文
書
館
に
は
、
三
千
万
枚

の
写
真
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
う
ち
長
崎
原
爆
に
関

す
る
写
真
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
、
見
当
も
つ
か
な
い
。 

     

短
期
間
の
渡
米
で
効
率
よ
く

写
真
を
閲
覧
す
る
に
は
、
事
前
の

申
請
も
重
要
で
あ
る
。
別
施
設
保

管
の
も
の
は
二
週
間
前
に
申
請

が
必
要
、
館
内
所
蔵
の
場
合
も
閲

覧
請
求
は
一
日
一
回
で
あ
る
。
今

回
は
全
教
授
が
渡
米
前
に
現
地

と
資
料
情
報
の
交
換
を
重
ね
、
既

に
申
請
を
済
ま
せ
て
あ
り
助
か

っ
た
。
こ
の
た
め
到
着
と
同
時
に

資
料
閲
覧
を
始
め
る
こ
と
が
出

来
、
時
間
的
ロ
ス
は
な
か
っ
た
。

従
来
、
米
国
立
公
文
書
館
の
原
爆

写
真
が
日
本
国
内
で
あ
ま
り
紹

介
さ
れ
な
い
理
由
も
、
そ
の
膨
大 

 

今
後
の
調
査
に
ヒ
ン
ト 

再
び
訪
米
活
動
に
意
欲 

▽

お
知
ら
せ 

ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
な
ど
大
量
の
資
料
を

念
入
り
に
調
査
す
る
深
堀
部
会
長 
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千
葉
県
佐
倉
市
に
あ
る
「
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
」
で
、「
風
景
の

記
録 

写
真
資
料
を
考
え
る
」
と

い
う
企
画
写
真
展
（
一
月
十
五
日

ま
で
）
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展

覧
会
は
、
国
内
の
代
表
的
な
都
市

を
選
ん
で
、
写
真
に
よ
っ
て
そ
の

都
市
の
歴
史
的
変
遷
を
た
ど
る
と

い
う
も
の
。
選
ば
れ
た
場
所
は
東

京
・
江
戸
、
東
京
周
辺
と
幕
末
か

ら
明
治
初
期
の
古
写
真
が
数
多
く

残
っ
て
い
る
長
崎
で
あ
る
。
長
崎

の
も
の
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和

の
三
時
代
に
わ
た
る
八
十
点
を
超

す
写
真
だ
っ
た
が
、
こ
の
中
に
は

原
爆
で
廃
墟
と
な
っ
た
街
の
様
子 

 

も
あ
っ
た
。
原
爆
関
連
の
も
の
は
、

ほ
と
ん
ど
長
崎
原
爆
資
料
館
収
蔵

写
真
。
だ
が
、
こ
れ
以
外
に
私
が

所
持
し
て
い
る
「
長
崎
原
爆
絵
は

が
き
」
十
二
種
も
展
示
さ
れ
て
い

た
。
実
は
こ
の
絵
は
が
き
は
、
写

真
資
料
調
査
部
会
も
一
部
所
蔵
、

二
〇
〇
五
年
長
崎
市
民
会
館
で
開 

   

い
た
「
被
爆
六
十
年
記
念
写
真
展
」

の
時
、
会
場
の
ス
ペ
ー
ス
の
都
合

で
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
資
料
で
あ
る
。
こ
の
「
長
崎
原

爆
絵
は
が
き
」
が
、
一
部
で
は
あ 

 

る
が
、
東
京
周
辺
の
人
た
ち
の
目

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
思

う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。 

原
爆
絵
は
が
き
の
袋
に
は
「
昭

和
二
十
年
八
、
九 

戰
災
記
錄
絵

は
が
き
」
と
印
刷
さ
れ
、
「
長
崎

市
役
所
発
行
」
と
な
っ
て
い
る
。 

十
二
枚
セ
ッ
ト
と
お
も
わ
れ
る 

   

絵
は
が
き
に
は
「
原
子
弾
の
偉
力

に
壊
滅
し
た
浦
上
天
主
堂
」
「
長

崎
医
科
大
学
と
附
属
病
院
」
「
廃

墟
と
化
し
た
市
営
住
宅
（
城
山

町
）」
な
ど
の
説
明
が
あ
る
が
、 

 

長
崎
原
爆
絵
は
が
き 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

長
崎
原
爆
絵
は
が
き 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

長
崎
原
爆
絵
は
が
き 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

長
崎
原
爆
絵
は
が
き 

 

 

 
 

廃墟の中での浦上天主堂の慰霊祭 

 

 

瓦礫と化した浦上天主堂 

「
蘇
っ
た
山
王
社
の
神
木
（
樟
）」

は
、
林
重
男
氏
の
写
真
と
は
か
な

り
違
う
構
図
で
あ
る
。 

さ
ら
に
「
浜
口
町
高
台
（
記
念
塔

建
設
予
定
地
）」「
破
潰
し
た
市
営

住
宅
街
よ
り
城
山
国
民
学
校
を

望
む
」
「
浦
上
天
主
堂
に
於
け
る

慰
霊
祭
」
な
ど
の
説
明
文
が
付

き
、
瓦
礫
も
散
乱
し
て
い
る
写
真 
埋
も
れ
て
い
た
資
料 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
日
の
目 

が
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
国
民
学
校

の
名
前
が
消
え
る
昭
和
二
十
二

年
四
月
以
前
に
発
行
さ
れ
た
も

の
で
な
か
ろ
う
か
。 

 

こ
の
絵
は
が
き
の
存
在
は
二

十
年
ほ
ど
前
、
長
崎
新
聞
だ
と
思

う
が
、
新
聞
報
道
に
よ
っ
て
知
っ

た
が
、
な
か
な
か
現
物
を
手
に
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。 

 

〓
４
面
に
つ
づ
く  

焼け野原となった長崎医大附属病院周辺 

浜口町高台の惨状 

   

浦上駅。後ろは倒壊した三菱長崎製鋼所 

焼けて無惨な姿をみせている

山王神社のクスノキ 
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所
」
と
「
市
営
住
宅
よ
り
城
山
小

学
校
を
望
む
」
の
二
点
が
、
昭
和

二
十
年
十
月
撮
影
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
後
の

長
崎
市
発
行
の
刊
行
物
に
は
、
こ

の
絵
は
が
き
の
も
の
を
目
に
し 

    

た
こ
と
が
な
い
。 

こ
の
頃
は
、
連
合
軍
占
領
時
代

で
、
原
爆
関
連
の
文
書
な
ど
発
行

が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
占
領
軍
政

策
の
プ
レ
ス
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
、

米
国
に
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
も 

  

 

 

 

                        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
丸
田
和

男
】 

当
時
の
長
崎
国
際
文
化
会
館

原
爆
資
料
担
当
者
の
話
で
は
、
発

行
の
詳
し
い
経
緯
は
分
か
ら
な

い
、
と
の
談
話
が
載
っ
て
い
た
よ

う
に
思
う
。
し
か
し
十
数
年
前
、

た
ま
た
ま
古
書
店
か
ら
の
目
録

に
、
こ
の
絵
は
が
き
の
存
在
を
見

つ
け
早
速
購
入
し
た
が
、
こ
れ
が

今
回
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に

展
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

絵
は
が
き
は
、
長
崎
原
爆
資
料
館

や
長
崎
平
和
推
進
協
会
写
真
資

料
調
査
部
会
が
所
蔵
す
る
写
真

と
、
す
べ
て
が
異
な
っ
た
構
図

で
、
新
し
く
十
二
点
の
原
爆
写
真

が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 

 

 

被
爆
ク
ス
ノ
キ
な
ど
ー 

昭
和
二
十
四
年 

長
崎
市
が
発
行 

 

 

 
 
 
 
 

長
崎
原
爆
絵
は
が
き 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

長
崎
原
爆
絵
は
が
き 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

長
崎
原
爆
絵
は
が
き 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

長
崎
原
爆
絵
は
が
き 

 

今
回
の
展
覧
会
は
、
会
場
が
長
崎

か
ら
遠
い
千
葉
県
だ
け
に
見
に

行
け
な
か
っ
た
こ
と
が
心
残
り

と
な
っ
た
。 

（
堀
田 

武
弘
） 

 

 

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
は

英
文
の
説
明
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
時
、
長
崎
に
来
て
い
た
駐
留
軍

兵
士
の
土
産
用
と
し
て
発
行
さ

れ
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
展

示
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
同
展
の
図

録
に
も
掲
載
さ
れ
た
「
長
崎
市
役

所
発
行
・
戦
災
記
録
絵
は
が
き
」

が
、
全
国
の
多
く
の
人
の
目
に
触

れ
た
こ
と
に
な
る
。
今
回
は
個
人

と
し
て
の
出
展
に
な
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
我
々
の
写
真
資
料
調
査

部
会
に
こ
の
絵
は
が
き
に
つ
い

て
の
調
査
依
頼
が
来
る
よ
う
に

な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

私
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、
長
崎
市
は
こ
の
写
真
を
、

市
発
行
の
記
念
誌
で
使
用
し
て

い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
れ
は

「
長
崎
市
勢
要
覧
」
昭
和
二
十
四

年
版
で
あ
る
。 

    

こ
の
年
は
「
長
崎
国
際
文
化
都
市

建
設
法
施
工
記
念
」
と
「
市
制
六

十
周
年
記
念
」
で
も
あ
り
、
当
時

の
発
行
物
と
し
て
は
珍
し
く
写

真
を
多
用
、
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
に
浦

上
駅
か
ら
写
し
た
「
三
菱
製
鋼 

  

破壊された城山国民学校の校舎 

一面焼け野原となった城山市営住宅 

長崎県庁付近の被害状況 

 

破壊された建物の後ろに長崎市役所がみえる 

国宝級の文化財を焼失した福済寺         廃墟となった西中町天主堂 


